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要約 

 苦味受容体（T2Rs）は気道や消化管などの上皮性組織では外来の毒物・異物

を検知して排除する役割を担っている。しかしながら、非上皮性組織に発現し

ている T2R は上述したような役割とは異なる役割を担っていることが示唆さ

れている。また、T2R のリガンドとなる苦味成分が糖や脂質の代謝機能調節に

関わっている可能性を示唆する報告も複数あることから、非上皮性組織に発現

している T2R は代謝機能調節に関わっているのではないかと仮説を立て、本

研究に着手した。 

本研究では、非上皮性組織に発現している T2R の役割解明を目的として、

まず、非上皮性組織とそのモデル細胞株を対象として T2R 発現プロファイル

を解析し、その後、脂肪組織や脂肪細胞株の T2R 発現に影響を与える因子

や、脂肪細胞の分化における T2R の役割について解析した。 

 マウスにおいて 4 種類の非上皮性組織（褐色脂肪、白色脂肪、骨格筋、肝

臓）に加えて小腸の T2R の発現プロファイルを RT-PCR 法を用いて解析し

た。白色脂肪のモデルである 3T3-L1 細胞と骨格筋のモデル細胞である C2C12

細胞についても同様に解析した結果、Tas2r108、126、135、137、143 がマウ

スの組織・細胞株に共通して他の T2R と比較して高レベルで発現していた。 

 T2R の発現レベルは細胞分化や外部環境からの刺激により変動することが知

られているため、3T3-L1 細胞と C2C12 細胞に発現している T2R の発現レベ

ルに細胞分化が与える影響を解析した。その結果、細胞分化による T2R 発現

レベルの上昇を確認した。また、脂肪細胞における T2R 発現レベルの変動に

影響する因子を探索し、3T3-L1 脂肪細胞やマウス脂肪組織の T2R 発現を変化

させる要素を明らかにした。 

 さらに、苦味化合物で刺激した 3T3-L1 脂肪細胞のトランスクリプトーム解

析を行い、T2R 機能を推定した。推定した機能について T2R を過剰発現させ

た細胞を用いて解析することで、推定に沿った現象が起きることを確認した。 

 以上のように本研究では、T2R の脂肪細胞における機能を解析した。 


